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南部フォッサマグナ地域新生界地層名辞典

金子　剛＊・石黒　均†・田村淳一＊・新妻信明＊

LexiconofStratigraphicNamesofCenozoicEratheminthe

SouthernFossa－Magna Region，CentralJapan

TsuyoshiKANEKO書，HitoshiIsHIGURO，†JunichinMURA・，

and Nobuaki NIITSUMA＊

Thislexiconhasbeenpreparedinordertofacilitatefurthergeoscientificstudiesofthe

Southern FossaTMagna Region，CentralJapan．It covers almost allthe stratigraphic

namesusedsofarinstratigraphicworksontheCenozoicEratheminthisregion．

Literaturesusedforcollationofthestratigraphic namesinthislexicon attainto520

papers from1885to1983，in which some unpublished data of Shizuoka，Tohoku and

Yokohama Universities areincluded．

はじめに

富士川，御坂山地，丹沢山地は，いわゆる南部

フォッサマグナ地域に位置している．この地域に分

布する地層の大部分は，新第三紀以後に堆積した厚

い火山砕屑岩，堆積岩からなる．これらの地層の形

成，構造発達史は，近隣の伊豆半島，房総半島等の

地域と常に密接な関係を持っている．そして，新第

三紀以後の日本列島の形成発達史を考える上で，こ

れらの地域のそれぞれの地史および各年代における相

互の関係を知る事が基本的に重要であると考えられ

ている．

これらの地域の地質学的研究は，古くNAUMANN

（1885）以来100年近くにわたって行なわれ，多く

の地球科学者の注目を集めて来た．しかし，地形が

急峻であり交通の便も良くない事等から調査が困難

であった．本格的な調査が集中的に行なわれるよう

になったのは，富士川南部では1940年代，富士川中

部では1960年代，富士川北部御坂山地では1950年

代，巨摩山地では1960年代後半，三ツ峠山東方では

1930年代，丹沢山地では1950年代後半になってか

らの事で，現在でもなお未調査の地域が残されてい

る．これらの地域は糸魚川一静岡構造線をはじめと

する多くの断層によって鱗片状に区切られている．

これまでの基本的な層序の組み立ては，この鱗片状

に区分された各地域ごとになされている．しかし，

研究者によっては，地域が異なっていても岩相の一

致がみられる場合には同一の地層として1つの地層

名を与えたり，1つの地層であっても研究者が異な

れば異なる地層名が与えられていたりしている．ま

た，同一の地層名であっても定義が異なる場合があ

る．

このような状況では，これらの地域が地球科学的

に興味があり重要であっても，研究者が互いに共通の

認識の上に立って議論することは困難であり今後の

研究の発展の障害となる事が予想される．

このため筆者らは，富士川，御坂山地，丹沢山地

の地球科学的検討を行なう際に，まずその層序を整

理し，各々の地層を1つの層序表の中にまとめ，ひ
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いては地質年代尺度の中に位置づける事が必要であ

ると考え，この辞典を作成した．

本辞典においては，まず断層によって鱗片状に区

切られた各地域を区分することを行なった．区分さ

れた地域は，足柄，丹沢南部，丹沢東綾部，丹沢東

部，丹沢中部，丹沢北部，御坂山地東部，河口湖，

御坂山地西部，本栖湖，六郷，巨摩山地，鰍沢，曙・

下部，鷹取山，小縄，天子岳，万沢・寄畑，篠井山，

戸栗川上流，富士川下流，浜石岳，興津北方，清水

北方，静岡北方，有度丘陵，高草山の各地域であり，

それらを第2図に示した．

次にこれらの各地域において，これまで行なわれ

た層序学的研究に関する論文を検討した上で最も妥

当であると考えられる層序を模式層序として採用し，

その地域内のその他の地層および地層名はすべて模式

層序に対比または対応させるようにし，各々の地域内

での層序関係を整理した．各地域相互の模式層序の関

係は表1～5に示した．また，各地域における模式層

序とこれまで各研究者が用いてきた層序との関係は表

6～38に示した．なお，富士川・御坂山地全体での模

式層序としては下部・曙地域のものを，丹沢山地全

体での模式層序としては丹沢東部地域のもので代表

させた．以上のような整理法により，本辞典におい

ては富士川，御坂山地，丹沢山地の全ての新生界は

表1～5に用いられている各地域の模式層序を構成

する地層によって区分され，その模式層序を構成し

ているそれぞれの地層の項目の内容によってその地

域の地質の概要を知ることができるように配慮した．

本辞典に収録した地層は，地層名，地層名の命名

者およびその論文の発行年，【模式地】，【層序関係】，

【分布】，【層序】，【岩相・層序・構造】，【年代】，【対

比】，【備考】，【文献】の順に記載されている．

見出し語としては地層名をヘボン式ロ」マ字で表

示したものを用い，アルファベット順に配列した．

日本文の論文，英文でも地層名の日本語訳が付記し

てあるものについては，地層名は見出し語のローマ

字および漢字によって表示した．模式層序に用いる

地層名はInternationalstratigraphicguide（1976）

に従い，地層名，層群名には2名式命名法を用い，

部層名には3名式命名法を用いた．地層名の英名化

は，模式層序に関しては「層」の英訳としてForma－

tionを，「部層」の英訳としてMemberを，「層群」

の英訳としてGroupを与えた．岩石名を地層名に用

いているものは，その英訳を用いた．また，模式層

序以外のものについては，原論文中の英訳にかかわ

らず「層」，「累層」の訳としてFormationを，「部層」

の訳としてMemberを，「層群」の訳としてGroup

を与えた．英文の論文で上記にあてはまらない地層

名がついている場合は，英名をそのまま見出し語と

した．

地名の読み方は，NHK静岡放送局編「静岡県地名

辞典」，NHK甲府放送局編「山梨県の地名」にでき

る限り従った．両者に記載のない地名については，

各市町村役場に問い合わせた．原記載が「地名辞典」

の読み方と異なる場合には，原則として層名の読み

方のみを変更し，地層区分はそのまま用いた．ただ

し，原記載に用いられている名称も別に項目を設け，

改訂後の項目を引けるようにした．地名辞典と読み

方が異なる場合でも30年近くにわたり改訂されて

おらず，今回改訂を行なわない方が適当であると考

えられる場合は，原記載に従った．

【模式地】は，模式層序の場合，命名者あるいは

再定義者によって指定された地域を記載し，指定の

ない場合は層名命名に用いられた地名を模式地とし

て記載した．模式層序に用いた層群は，模式構成層

を記載した．模式層序以外の場合，原論文に模式地

の指定がある場合のみ記した．「累層」がいくつかの

層に細分されている場合には，その構成層名を記し

た．

【層序関係】は，その地層の上位層および下位層

との層序関係を記した．模式層序以外のものについ

ては，命名者の層序関係に関する見解を記した．な

お，再定義，改訂が行なわれた場合には，それを備

考の欄に記した．

【年代】は，国際対比に用いられる浮遊性徴化石

による化石層序学的資料を参考にして模式層序に用

いられている地層の年代を決め，その年代に従って

模式層序以外の地層の年代も記した．

【対比】は，富士川河谷および御坂山地に分布す

る地層は曙・下部地域の地層・層群と，丹沢山地に

分布する地層は丹沢東部地域の地層・層群との対比

を示した．曙・下部地域の地層・層群と丹沢東部地
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域の地層・層群は，相互の対比を示した．富士川下

流地域は有度丘陵地域との対比を示した．

【文献】は，その層名を扱っている文献を年代順

に記した．文献の表示に際しては著者の姓名をとも

に記し，発表年を括弧内に付した．

本辞典末尾の文献リストには，これまで公表され

た富士川河谷，御坂山地，丹沢山地の地質に関する

すべての文献，および地形，鉱山，温泉，地球物理，

古生物，岩石，鉱物等に関する文献のうち，地質と

密接な関係を持つものをできるだけ収録した．従っ

て，文献リストの中には本辞典に引用されていない

ものも含まれている．また，本辞典においてしばし

ば引用される論文中の地質図の範囲は，図3～7に

示してある．

これまで公表された文献以外にもこの地域の地質

を知る上に重要な未公表の資料もできるだけ収録し

た．それらは静岡大学地球科学教室，東北大学地質

学古生物学教室，横浜国立大学地学教室の卒業論文，

および修士論文である．東北大学の未公表資料の大

部分は北村信教授の指導された課題研究の成果であ

り，横浜国立大学の未公表資料の大部分は兄上敬三

教授の指導された課題研究の成果である．
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